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「いわてアグリベンチャーネット」は９月１日からリニューアル！ 

新しいアドレスは「http://i-agri.net」 （８月中は http://www.nougyou.kitakami.iwate.jp/agri/） 

 
飼料用トウモロコシ 

・ 生育は平年並みです。収穫適期を見極め、速やかにサイレージ調製を行います。 

・ トウモロコシの刈り取り適期は黄熟期です。 

圃場・品種ごとに熟期を確認して作業を進めましょう。 

・ 品質良好なサイレージを調製するためには、良質な細断材料を十分に鎮圧し、 

なるべく早く密封して嫌気状態を保ち、乳酸発酵の条件を整えることが大切です。 
 

１．刈り取り時期 
（１）適期 

栄養収量と発酵品質の面からも「黄熟期」に収穫することが望まれます。 
早刈りは子実が充実しないために栄養価が低く、水分も多いため発酵品質が劣ります。 

（２）黄熟期の判定 
トウモロコシの黄熟期の判定は、「ミルクライン」による方法が簡単です。 
黄熟期が近いトウモロコシの雌穂の中程を折って先端側の子実を見る

と、黄色い部分と乳白色の部分に分かれています。この境目を「ミルク

ライン」と言い、熟度が進むにつれて子実の外側から中心に向かってい

き、黄色い部分が増えていきます。収穫適期である黄熟期は、ミルクラ

インが子実の外側から４０～５０％に達した頃です。 
黄熟期は栄養収量が最大になるばかりでなく、水分含量７０％となり、

サイレージ調製に最適な条件となります。 
 
２．サイレージ調製 
（１）細断 

細断は詰め込み密度を高くしてサイレージの品質を向上させる効果があります。 
切断長は 10mm 程度が適当です。鋭利に切断されるよう、ハーベスタの刃の研磨や調整に注意を払う必

要があります。 
（２）踏圧・加重 

サイロ内の空気を排除しサイレージ密度を高めるため、重要な作業です。全面に踏圧を加え速やかに密封

します。 
バンカーサイロにおいては、（タワーサイロなどに比べて）高さが低いため、材料の自重による沈み込み

は期待できません。十分な踏圧が必要です。踏圧に合わせて詰め込み速度（サイロへの運搬量）を調整しな

ければなりません。 
人が歩いても足跡が残らない程度まで十分に踏み込みましょう。（目安は 700kg/m3以上です。） 

（３）密封 
変敗の原因となる好気性微生物の増殖を抑えるためには、サイロを密封して嫌気状態に保たなければなり

ません。 
密封が不十分であると、材料の中に空気が入り込んで好気性細菌等が増殖し、乳酸菌の増殖が抑制され、

品質が劣化します。 
また、刈り遅れや霜にあたったトウモロコシは、枯葉が多くなり二次発酵しやすくなりますので、添加剤

の使用や詰め込み途中にビニールで仕切りを入れると効果的です。 
詰め込みは、なるべく１日で終了させてください。２日に渡る時は、１日目の作業終了時と２日目の作業

開始時にギ酸などを添加して品質の劣化を防ぎましょう。気密性のサイロではガスによる事故の恐れがあり

ますので、２日目の作業は必ず換気してから開始してください。 

9月15日～11月15日は秋の農作業安全月間 

「気をつけて」 朝のひと声で 初心忘れず ゆとりの仕事 

農作物技術情報第７号は９月２５日（木）発行の予定です。 

気象や作物の生育状況により号外を発行することがあります。

※ 発行時点での最新情報に基づき作成しております。 

※ 発行日を確認のうえ、必ず最新情報をご利用下さい。
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